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セスメントの構造は，〖人間関係の再構築〗 〖日常生活の安定〗 〖セルフケア能力の見積もり〗 【夕 
一ミナルケアの見極め】 【リロケ一ションダメージの類推と生活適応の手がかり】 【服薬ケアの必 
要性】 【リスク回避のための観察】という7 因子が抽出された. これら7 因子は，「援助関係の形成」 
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